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特集Ⅰ キタガクの魅力

　

キ
タ
ガ
ク
は
、「
市
民
が
主
役
の
生
涯

学
習
」を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
と

行
政
が
協
働
で
設
立
し
た
団
体
で
、
今

年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

教
え
る
市
民
教
授
、
学
ぶ
受
講
生
、

支
え
る
役
員
の
自
主
的
な
活
動
に
よ
り

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
タ
ガ
ク
の
魅
力

　

キ
タ
ガ
ク
を
受
講
す
る
こ
と
は
、
自

身
の
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
新

し
い
仲
間
作
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

同
じ
目
的
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
受
講
生

は
、
初
め
て
会
っ
た
人
で
も
、
講
座
を

通
し
て
協
力
し
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
一

緒
に
行
う
こ
と
で
、
打
ち
解
け
合
い
、

互
い
を
理
解
し
合
い
、
良
好
な
人
間
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
々
男
性
の
受
講
生
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。「
退
職
し
て
何
か
し
よ

う
と
迷
っ
た
と
き
に
キ
タ
ガ
ク
を
知
っ

た
」と
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
後
も
多
く
の
人
々
が
出
会
い
、
共

に
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

知
識
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
に
キ
タ

ガ
ク
で
学
び
ま
し
ょ
う
！

キ
タ
ガ
ク
と
は
？

『学びたい あなた』『教えたい あなた』『あなたが主役です』

キタガクの魅力
市民大学きたもと学苑（愛称：キタガク）は市民の皆さんが主体的に学び合い、教え合い、高め合うことで、
北本市のまちづくり、人づくりに貢献することを目指し活動しています。
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市
民
大
学
き
た
も
と
学
苑
の
あ
ゆ
み

※
そ
の
他
、
理
事
会（
毎
月
１
回
）、
市
民
教
授
会（
年
１
回
）、
市
民
教
授

研
修
会（
年
１
回
）、
定
期
総
会（
年
１
回
）、
新
規
市
民
教
授
説
明
会（
年
２

回
）の
開
催

※
講
座
数
、
受
講
者
数
は
平
成
２４
年
１１
月
１５
日
現
在
で
す
。

　

キ
タ
ガ
ク
で
は
様
々
な
講
座
を
揃
え

て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
講
座
内
容（
※
実
施
講
座
の
一
部
）

 【
教
養
】

　
　

パ
ソ
コ
ン
講
座
、
語
学
講
座

 【
工
芸･

手
芸･

園
芸
】

　
　

陶
芸
講
座
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

 【
音
楽
】

　
　

歌
声
ひ
ろ
ば
講
座
、
演
歌
講
座

 【
健
康･

ス
ポ
ー
ツ
】

　
　

ヨ
ガ
講
座
、
健
康
体
操
講
座

 【
芸
術･

文
化
】

　
　

茶
道
講
座
、
着
付
け
講
座

 【
料
理
】

　
　

手
打
そ
ば
講
座
、
男
の
料
理
講
座

○
講
座
の
日
程

　

通
年
講
座（
４
月
～
３
月
ま
で
）

　

前
期
講
座（
４
月
～
１０
月
ま
で
）

　

後
期
講
座（
１０
月
～
３
月
ま
で
）

○
開
催
場
所

　

 

中
央
公
民
館
、
各
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
等

○
費
用

　

受
講
料
：
500
円
×
講
座
回
数

　

教
材
費
：
講
座
内
容
に
よ
る

　

学
苑
運
営
費
：
各
期
１
，０
０
０
円

○
募
集
・
申
込
み

　

広
報
き
た
も
と（
３
月
、
９
月
号
）と

一
緒
に
講
座
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全

戸
配
布
し
て
い
ま
す
。
折
り
込
ま
れ
て

い
る
専
用
の
は
が
き
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
集
１
―
②

フラワーアレンジメント講座 手打ちそば講座学びピア埼玉２009へ参加 キタガクホームページの開設 設立総会

平
成
１7
年
４
月　
（
仮
称
）生
涯
学
習
市
民
大
学
設
立
準
備
会
の
設
置

　

�「
市
民
大
学
き
た
も
と
学
苑（
仮
称
）」開
設
準
備
会
の

設
置

平
成
１9
年
１
月　

市
民
大
学
き
た
も
と
学
苑
設
立
総
会
の
開
催

平
成
１9
年
７
月　

平
成
１9
年
度
講
座
開
始（
6２
講
座
699
人
）

平
成
２0
年
１
月　

学
苑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

平
成
２0
年
２
月　

�

設
立
１
周
年
記
念
事
業
の
開
催「
西
田
善
夫
氏
講
演
会
」

平
成
２0
年
２
月　

学
苑
の
愛
称
が『
キ
タ
ガ
ク
』に
決
定

平
成
２0
年
４
月　

平
成
２0
年
度
講
座
開
始（
9１
講
座�

１
，１
８
９
人
）

　

�

講
座
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
カ
ラ
ー
印
刷
し
市
民
教

授
に
よ
る
綴
込
み
作
業
を
開
始（
以
降
毎
期
実
施
）

平
成
２１
年
４
月　

平
成
２１
年
度
講
座
開
始（
109
講
座�
１
，０
７
４
人
）

平
成
２１
年
９
月　

学
苑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
講
座
申
込
み
開
始

　

第
２１
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
『
学
び
ピ
ア
埼
玉
２
０
０
９�

生
涯
学
習
見
本
市
』へ
参
加

平
成
２２
年
４
月　

平
成
２２
年
度
講
座
開
始（
117
講
座�

１
，１
８
９
人
）

平
成
２２
年
４
月　

通
年
講
座
の
開
設
・
実
施

平
成
２２
年
９
月　

登
録
市
民
教
授
数
100
人
突
破

平
成
２２
年
１２
月　
「
月
刊
ガ
バ
ナ
ン
ス
」に
掲
載　

㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
発
刊

平
成
２3
年
４
月　

平
成
２3
年
度
講
座
開
始（
134
講
座�

１
，５
３
９
人
）

平
成
２3
年
１１
月　

市
制
施
行
４0
周
年
記
念
式
典
に
て
感
謝
状
授
与

平
成
２４
年
４
月　

平
成
２４
年
度
講
座
開
始（
157
講
座�

１
，７
９
６
人
）

平
成
２４
年
１0
月　

延
べ
受
講
者
数
７
，０
０
０
人
突
破

キ
タ
ガ
ク
の
講
座
を
知
ろ
う
！

　
『
学
び
た
い
あ
な
た
、
教
え
た
い

あ
な
た
、
あ
な
た
が
主
役
で
す
。』と

い
う
合
言
葉
の
も
と
で
ス
タ
ー
ト
し

た
市
民
大
学
き
た
も
と
学
苑
も
６
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
で
築
い

た
、
知
識
豊
富
な
市
民
教
授
、
積
極

的
な
受
講
生
の
姿
勢
、
受
益
者
負
担

の
運
営
方
式
は
他
市
で
は
見
ら
れ
な

い
独
自
の
取
組
み
で
、
全
国
に
紹
介

で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
さ
ら
に
キ
タ
ガ
ク
に
積
極
的
に

関
わ
る
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
が
必
要

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。今
後
も
役
員・

市
民
教
授
、力

を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
今

以
上
の
ご
支
援・

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
民
大
学
き
た
も
と
学
苑

設
立
５
周
年
を
迎
え
て

理事長　樋口�秀夫

平
成
１8
年
８
月

平
成
２１
年
２
月

平
成
２１
年
１0
月
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特集Ⅰ キタガクの魅力

　
「
最
初
は
作
れ
る
か
ど
う
か
不

安
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た

が
、
難
し
い
け
ど
作
っ
て
い
る
だ

け
で
楽
し
い
、
何
も
考
え
ず
集
中

で
き
る
の
で
貴
重
な
時
間
で
す
」

と
語
る
の
は
今
回
が
初
め
て
の
参

加
と
な
る
上
田
美
紀
さ
ん
。
昔
か

ら
陶
芸
に
は
興
味
が
あ
っ
た
も
の

の
一
歩
踏
み
だ
せ
ず
に
い
た
と
こ

ろ
、
同
じ
く「
キ
タ
ガ
ク
」の
手
打

ち
そ
ば
講
座
に
参
加
し
た
人
か

ら
、
そ
ば
の
器
を
作
る
講
座
が
あ

る
か
ら
と
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
受
講
し
た
そ
う
で
す
。「
自
分

で
打
っ
た
そ
ば
を
自
分
で
作
っ
た

器
で
食
べ
る
の
が
最
高
で
す
。
今

後
は
、
実
用
的
な
お
皿
を
つ
く
っ

た
り
、
パ
ス
タ
皿
や
お
刺
身
皿
の

よ
う
な
大
皿
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
り
」と
夢
は
広
が
り
ま
す
。

　

よ
く
、
他
の
市
の
人
と
話
す
機

会
が
あ
り
ま
す
が
北
本
市
の「
キ

タ
ガ
ク
」は
講
座
数
が
多
く
て
羨

ま
し
い
と
い
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

「
と
に
か
く
講
座
は
充
実
し
て
い

る
の
で
、
土
日
開
催
が
も
っ
と
増

え
れ
ば
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
も
参

加
で
き
、
受
講
生
が
も
っ
と
増
え

る
と
思
い
ま
す
よ
」と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

「陶芸講座」受講
上田　美紀さん

自
作
の
器
で
食
べ
る
の
が
最
高
！

　
「
こ
れ
ま
で
一
度
も
台
所
に
立
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
年
の
６

月
末
で
定
年
を
迎
え
、
家
族
の
中

で
の
役
割
分
担
を
考
え
た
時
、
妻

に
頼
り
っ
き
り
に
な
っ
て
い
て
よ

い
も
の
か
、
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
や
り
た
い
」と
の
思
い
が
参
加

の
き
っ
か
け
と
今
回
こ
の
講
座
に

初
め
て
参
加
し
た
阿
久
井
修
さ
ん
。

　
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
空
い
て
い

る
こ
と
が
一
番
さ
み
し
い
。
楽
し

く
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
自
分
か
ら
飛
び

込
ん
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
う

こ
と
が
大
事
で
す
。
今
後
は
、
そ

ば
や
う
ど
ん
講
座
に
も
参
加
し
た

い
」と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
内
容
も
充
実
し
て
い
て
気
軽
に

参
加
で
き
る
キ
タ
ガ
ク
は
、
市
民

同
士
の
つ
な
が
り
を
広
げ
る
良
い

事
業
だ
と
思
い
ま
す
」と
最
後
に

話
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
市
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
キ

タ
ガ
ク
を
支
え
て
い
ま
す
。

「男の料理講座」受講
阿久井　修さん

楽
し
く
人
生
を
過
ご
す
た
め
に

キタガクの魅力が見えてきました!
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特
集
１
―
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「
自
分
の
学
ん
で
き
た
知
識
や
技

術
を
教
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
こ

れ
か
ら
何
か
を
始
め
よ
う
と
い
う

人
た
ち
の
趣
味
を
見
つ
け
る
お
手

伝
い
を
す
る
と
い
う
気
持
ち
で
す
」

と
キ
タ
ガ
ク
で
教
え
よ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
を
話
す
の
は
市
民
教

授
の
柳
原
恵
美
さ
ん
。

　
「
受
講
者
は
、
退
職
さ
れ
た
人
や

子
育
て
が
一
段
落
し
た
人
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
む
際
に
受
講
者
の
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
て
目
標
を
設
定
し
ま
す
」と

講
座
の
内
容
に
気
を
遣
い
つ
つ
、

「
初
心
者
と
経
験
者
、
そ
れ
ぞ
れ

に
合
っ
た
レ
ベ
ル
を
設
定
す
る
こ

と
で
達
成
感
を
味
わ
い
、
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
自
信

が
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
よ
う
お

手
伝
い
で
き
れ
ば
」と
い
う
の
が

柳
原
さ
ん
の
願
い
で
す
。
受
講
者

か
ら
の「
家
族
が
褒
め
て
く
れ
た
」

「
こ
う
い
う
書
道
が
や
り
た
か
っ

た
」と
い
っ
た
声
が
一
番
嬉
し
い

と
市
民
教
授
と
し
て
の
や
り
が
い

も
話
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の

持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
を
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
キ
タ
ガ
ク

は
、
100
人
を
超
す
市
民
教
授
の
皆

さ
ん
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

「実用書道講座」市民教授
柳原　恵美さん

趣
味
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
を

　
「
親
子
で
楽
し
む
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
い
る
リ
ト

ミ
ッ
ク
講
座
。
参
加
し
た
２
、３

歳
の
子
ど
も
た
ち
は
、
み
な
音
楽

に
合
わ
せ
て
の
ス
テ
ッ
プ
や
ボ
ー

ル
遊
び
な
ど
を
楽
し
そ
う
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
の
こ
と
は
知
ら

な
か
っ
た
け
ど
、
子
ど
も
が
楽
し

ん
で
い
て
と
て
も
良
か
っ
た
」と

話
す
の
は
今
回
、
２
回
目
の
参
加

の
岡
安
南
海
子
さ
ん
。
娘
さ
ん
の

奏
子
ち
ゃ
ん
と
の
参
加
で
す
。

　
「
普
段
、
家
の
中
で
過
ご
す
こ

と
が
多
く
、
同
世
代
の
子
ど
も
た

ち
と
接
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い

の
で
、
い
い
機
会
で
し
た
。
今
後

も
親
子
で
参
加
で
き
る
講
座
が
あ

れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
た
い
」と

も
話
し
て
い
ま
し
た
。

「リトミック講座」受講
岡安　南海子さん
　　　　奏子ちゃん

「
楽
し
か
っ
た
！
」

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
じ
け
る

参加したみなさんにインタビュー。
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特集Ⅰ キタガクの魅力

　

後
期
講
座
Ｂ
日
程
の
１２
講
座
の
受
講

申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
生
涯

学
習
課
、
各
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
に
あ

る「
キ
タ
ガ
ク
講
座
案
内
」パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
折
り
込
ま
れ
た
専
用
往
復
ハ
ガ
キ

で
１２
月
７
日（
金
・
必
着
）ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
キ
タ
ガ
ク
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

※
Ａ
日
程
の
８０
講
座
の
申
込
み
は
す
で

に
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

キ
タ
ガ
ク
で
は
、
平
成
２５
年
度
前
期

講
座
に
向
け
て
新
た
に
市
民
教
授
を
募

集
し
ま
す
。

　

市
民
教
授
に
な
る
た
め
の
資
格
は
特

に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
の
知

識
・
経
験
を
活
か
し
市
民
の
皆
さ
ん
に

広
く
還
元
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大

切
で
す
。
興
味
、
関
心
の
あ
る
人
は
説

明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
16
日（
日
）　
午
前
10
時
か
ら

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
第
２
研
修
室

（
２
階
）

申
込
み　

12
月
14
日（
金
）ま
で
に
市
民

大
学
き
た
も
と
学
苑
事
務
局（
生
涯
学

習
課
）へ
電
話
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
大
学
き
た
も
と
学
苑
事

務
局（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当 

☎

594-

５
５
６
７
）

平
成
２４
年
度
後
期
講
座
Ｂ
日
程

（
１
～
３
月
に
開
講
す
る
も
の
）

の
講
座
申
込
み
受
付
中

新
規
市
民
教
授
の
募
集

■設立₅周年記念事業「宮川泰夫講演会」の開催
　設立₅周年を記念し、元ＮＨＫアナウンサーの宮川泰夫氏
を招いて講演会を開催します。

時 １２月１５日（土）　午後₂時から　場文化センター　費無料
内『どうせ老いるなら“明るく楽しく元気よく”～「のど自慢」
の出会いから～』　のど自慢１２年の旅、全国６００か所１５万人と
の出会いを通じての、楽しく心温まり、明日からの活力となる
講演会。
申 １２月₅日（水）までにキタガク事務局へ、郵便はがきに住
所、氏名、電話番号を記入し、お申し込みください。キタガク
ホームページからも申込みができます。

市民大学きたもと学苑

“キタガク”
ホームページ
キタガク 検 索

扌
講座の案内や申込み、市民
教授の紹介、キタガクトピッ
クスなど詳細に載せていま
すのでぜひご覧ください。

講座№ 講座名 場所・日時 担当市民教授 受講料・教材費

8１ 【ビーズアクセサリー講座】
～天然石のブレスレットを作ろう～（全₃回）

南部公民館　
₁/１５・２２・２9　火曜日₉：3０～11：3０ 丸山　寿子 受講料　１,５００円

教材費　２,8００円

8２ 【パッチワーク講座】～マカロンのコインケースと化粧
ポーチを作ろう～（全₃回）

中央公民館　
₂/１２・２６、₃/１２　火曜日１０：００～１２：００ 清水　光枝 受講料　１,５００円

教材費　２,０００円

83 【スクラップブッキング講座】
～みんなが“笑顔”になるアルバム作り～（全₃回）

中央公民館　
₁/3１、₂/₇・１4　木曜日₉：3０～11：3０ 布川　弘子 受講料　１,５００円

教材費　２,５００円

84 【初心者フォークギター＆ウクレレ講座】～やさしいコー
ドで「弾き語り」があなたにもできます～（全１０回）

東部公民館　₁/１8・２５、₂/₁・₈・１５・２２、
₃/₁・₈・１５・２２　金曜日１8：００～２０：００ 奥田　健一 受講料　５,０００円

教材費　１,０００円

8５ 【パソコン講座】
～超初心者のためのやさしいパソコン教室～（全₄回）

中央公民館　
₁/₉・１６　水曜日₉：００～１６：００ 早川　澄雄 受講料　２,０００円

教材費　　　５００円

8６ 【韓国語講座】
～韓国に友だちを作ろう!! ～（全１０回）

中央公民館　₁/₉・１６・２3・3０、₂/１3・２０・２7、
₃/₆・１3・２０　水曜日₉：3０～11：3０ 鈴木　輝昭 受講料　５,０００円

教材費　　　１００円

87 【山登り講座】 ～憧れの名山に登ろう!!中高年のため
の山登り講座～（全₂回）

中央公民館
₂/₉・１６　土曜日１3：3０～１６：3０ 古川　一雄 受講料　１,０００円

教材費　　　６００円

88 【スポーツ吹矢講座】～スポーツ吹矢腹式呼吸法で健
康増進と仲間作り～（全₅回）

学習センター
₁/₇・１4・２１、₂/₄・１8　月曜日１3：3０～１５：００ 林　恒男 受講料　２,５００円

89 【やさしい合気講座】
～心と体のバランス～（全₄回）

勤労福祉センター
₂/₁・₈・１５・２２　金曜日₉：3０～11：3０ 高橋　清 受講料　２,０００円

9０ 【足もみ健康講座】
～足もみマッサージで健康チェック！～（全₄回）

中央公民館
₁/１２、₂/₉・１６・２3　土曜日１4：００～１５：4０ 小野　祐希 受講料　２,０００円

教材費　　　２００円

9１ 【足もみ健康講座】
～ホームセラピストを目指して学ぼう～（全₃回）

中央公民館
₃/₉・１６・3０　土曜日１4：００～１６：００ 小野　祐希 受講料　１,５００円

9２ 【子どものわくわく！アート講座】
～アートを楽しみ感性を豊かに～（全₃回）

中央公民館
₁/１9、₂/１６、₃/１６　土曜日１０：００～１１：3０ 棟本　幸子 受講料　１,５００円

教材費　１,５００円

※他の講座を受講していない場合は別に学苑運営費１,０００円が必要となります。（高校生以下免除）
※詳しい講座内容はキタガク講座案内またはキタガクホームページをご覧ください。




